
令和８年度参画と協働のまちづくり推進会議について

１、今年度の推進会議での審議内容について

コミュニティ活動が、日頃から選択肢のひとつとして浸透し、
                       根付いていく周知、情報発信について

答申

市が、コミュニティ組織が活動を振り返りや、住民が参加しやす
くなる仕掛け等のヒントを記載したガイドブックをコミュニティ
組織と対話をおこないながら作成

答申を受けて、「持続可能な地域活動」「柔軟で透明性のある交付
金」をめざす施策を進めていく

ガイドブックに推進会議としての提案や意見を掲載する
（掲載方法は未確定）

２、審議のテーマについて

市＋コミュニティ

推進会議

令和８年度
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令和８年度参画と協働のまちづくり推進会議について

3、審議テーマのイメージ

コミュニティ活動が、日頃から選択肢のひとつとして浸透し、根付いていく周知、情報発信について

今のコミュニティ組織が陥りがちな状況

コミュニティその
ものの浸透が必要

地域住民
コミュニティを知らない

何かの
きっかけ
で関わる

深く関わって
もらう(部会長、
役員等)

・コミュニティの活動が知られていない
 （理解できていない）
・何かのきっかけで関わった人が、次のステッ
プに踏み出すハードルが高い（参加や関わり方
が限られている）
・担い手不足の解消に繋げたい思いから、役員
の任命など、新たに関わった方が負担を感じや
すい状況(強制感)が生じている。

次の
ステ
ップ
に進
み

やす
い仕
掛け
が必
要
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3、審議テーマのイメージ

コミュニティ活動が、日頃から選択肢のひとつとして浸透し、根付いていく周知、情報発信について

地域住民
コミュニティに関心
を持っている

気軽な
参加の
きっかけ
がある

仲間と
出会う
同士と
繋がりが
できる

仲間と
企画する

自分にでき
ることで深
く関わる(役
員も自分の
意思で)

・地域住民の多くがコミュニティに関心を持っ
ている（知っている）
・気軽に参加した人が負担を感じず次のステッ
プに進みたくなる仕掛けが、それぞれのステッ
プに複数ある(自分のスタイルに合わせて関わ
り方を選択できる)
・押し付けや強要ではなく、自分の意思で深く
関わっていくことができる

理想とするコミュニティ組織

コミュニティの
存在が根付いている

楽し
みや
繫が
りを
つ

くり
なが
らス
モー
ル

ステ
ップ
で進
める

仕掛
けが
ある
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3、審議テーマのイメージ

施策として周知や
情報発信する部分
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地域住民
コミュニティに関心
を持っている

気軽な
参加の
きっかけ
がある

仲間と
出会う
同士と
繋がりが
できる

仲間と
企画する

自分にでき
ることで深
く関わる(役
員も自分の
意思で)

コミュニティが
どんな仕掛けをつくり、
それがどんなふうに届けば、
最初の第一歩を多くの人が踏み出し
たくなるのか
（何かしよう！の選択肢となるか）

推進会議で意見を
いただきたい部分

コミュニティの
存在が根付いている

楽し
みや
繫が
りを
つ

くり
なが
らス
モー
ル

ステ
ップ
で進
める

仕掛
けが
ある

コミュニティ活動が、日頃から選択肢のひとつとして浸透し、根付いていく周知、情報発信について



４、審議内容の反映と開催スケジュールについて

令和８年度参画と協働のまちづくり推進会議について

※会議以外にも任意で参加いただけるようなワークショップ等も検討中
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